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項 目 市民アンケート 利用者アンケート 高校生アンケート

対象者 市民３０００人を対象（無作為抽出） 公共交通利用者 嘉飯桂地区高等学校７校の高校生

主な把握内容

・普段の移動実態、ニーズ

・公共交通の利用意向、利用するために望

ましいサービス

・利用促進のための施策

・公共交通に関する満足度、改善内容

・乗継を許容する条件、水準

・通学の移動実態

・通学での公共交通の利用意向、利用

するために望ましいサービス

計画策定において考

慮すべき点

・公共交通の路線網、サービス水準

・交通結節点の場所

・利用促進に向けた施策

・将来的な利用ニーズの把握

・公共交通の路線網、サービス水準

・利用負担の少ないサービス、施策
・公共交通の路線網、サービス水準

サンプル確保の考え方
旧市町４地域、「高齢者」「非高齢者」別

に統計的に分析可能なサンプル数を確保

市全体で統計的に分析可能なサンプル数

を確保
対象者は全数調査

１ 全体概要

１) 調査目的
嘉麻市地域公共交通計画策定の基礎資料として、市民の移動実態や移動ニーズ、公共交通の利用意向などを把握するため、アンケー

ト調査を実施する。

２） 実施する調査と概要
アンケート調査は、嘉麻市の公共交通が目指す方向性や施策等を検証するために実施することから、各調査で把握すべき内容を明確

化かつ棲み分けしたうえで実施する。
調査は、「①市民アンケート」、「②利用者アンケート」、「③高校生アンケート」の３種類とする。

表1 実施する調査と概要

アンケートの調査の概要
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項 目 内 容 ねらい・活用方法

１あなたご自身につい

て

⚫ 個人属性（住所、性別、年齢、職業）

⚫ 自動車免許、自由に使える自動車、送迎を頼める人の有無

⚫ 最寄バス停と距離（徒歩時間）

⚫ デマンド運行型バスの登録状況

・年代や居住地等によるニーズの違い

を把握（クロス集計用）

・公共交通で担うべき対象者の把握

２普段の外出行動・

ニーズ

⚫ 私用における移動実態【買い物、通院、その他私用】

⚫ 私用における現状の移動ニーズ（公共交通の利用を想定した外出行動、目的地）

⚫ 通勤・通学における移動実態

・公共交通でカバーすべき移動、望ま

しい路線網の検討

３公共交通の認知・考

え

⚫ 財政負担、サービス、取組の認知

⚫ 公共交通の必要性

⚫ サービスと財政負担に対する今後の方向性

・公共交通の周知度、目指す方向性の

検証

４バスの利用意向
⚫ バスの利用意向

⚫ 利用するために重視するサービス
・路線網、サービス水準の検討

５公共交通の維持・充

実にむけた取組

⚫ 公共交通の維持・充実に向けた取組

⚫ 乗り継ぎ負担軽減のための取組、乗継拠点について

⚫ 市民参画に対する意向

・計画に位置づける施策の検討

６自由意見 ⚫ 公共交通全般に対する自由意見 ・具体的な課題・ニーズ等の把握

１） 調査対象
・【調査方法】郵送配布・郵送回収
・【調査対象】18歳以上の市民3,000人無作為抽出

２） 調査物件
以下を配布用封筒（角２型）に入れて、郵送する。

〇依頼文及び啓発資料「嘉麻市の公共交通の状況について」
〇調査票
〇返信用封筒

２ 市民アンケート調査

表２ 市民アンケートの調査内容（案）
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３ 利用者アンケート調査

１）調査概要

(1) 調査方法
主要バス停におけるヒアリング形式（乗車待ち時を基本）とする。

(2) 調査日・時間帯
公共交通の主たる利用層である高齢者の移動を想定し平日の日中とする。
調査日は、９月下旬頃、調査時間帯は平日９時～１７時を予定。

(3) 調査対象バス停
利用者が多い交通結節点等のバス停とする。
市バスの乗車数が多いバス停を基本に、西鉄バス利用者への調査対応の可否も踏まえて以下の６か所を予定。

■調査対象バス停（案）
①総合バスステーション ②嘉麻市役所 ③生涯学習館 ④日赤病院前・日赤病院 ⑤碓井庁舎 ⑥桂川駅

バス停名 地区 乗降者数 1日平均乗降者数 民間路線対応

総合バスステーション 嘉穂 １，７６９人 ８．４人 〇

嘉麻市役所 稲築 ２，８９０人 １２．４人 〇

生涯学習館 山田 ３，７１７人 １７．３人 〇

日赤病院前・日赤病院 山田 ５，３５６人 ２１．６人 ー

碓井庁舎 碓井 ５，３０２人 ２２．８人 〇

桂川駅 桂川 ６，４９４人 ２５．３人 〇

※ 令和４年４月から７月までの利用者数。嘉麻市役所バス停は嘉麻市役所前を含む。
※ 生涯学習館の近隣にある山田支所バス停にて西鉄バス路線についても聞き取りを実施。
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２） 設問内容（案）

調査目的に基づき、以下を基本とする。

項 目 内 容 ねらい・活用方法

１個人属性
⚫ 性別、年齢

⚫ 居住地 ・基礎情報として把握

２利用実態 ⚫ よく利用する路線、目的地、利用目的

３バス利用における満足

度、ニーズ

⚫ バス利用における満足度

⚫ 不満なサービスと改善内容

（ルート、運行間隔、運行時間帯、定時性、運賃、乗継、バス停環境等）

・路線網、サービスの検討

・施策の検討

４乗継しやすい条件
⚫ バス路線間の乗り継ぎ状況

⚫ 乗継しやすい条件・水準（待ち時間・料金・併設施設等）
・乗り継ぎ負担軽減策の検討

５その他
⚫ 休日・年末年始の市バスについて

⚫ 自由意見
・具体的な課題・ニーズ等の把握

表３ 利用者アンケートの調査内容（案）
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項 目 内 容 ねらい・活用方法

１あなたの通学について

⚫ 学校名

⚫ 住所、性別

⚫ 登校、下校時刻（休日の登校日を含む）

⚫ 利用交通手段

⚫ バスの利用状況（所要時間、利用路線、乗車バス停等）

⚫ バスと鉄道、バス路線間の乗り継ぎ状況

・基本情報の把握

２通学での利用意向

⚫ 通学補助金の認知

⚫ 通学におけるバスの利用意向

⚫ 通学で利用するために重視するサービス

・路線網、サービス、施策の検討

３自由意見 ⚫ 公共交通全般に対する自由意見 ・具体的な課題・ニーズ等の把握

山田

大隅
（嘉穂）

稲築

碓井

桂川駅

飯塚駅

新飯塚駅

下鴨生駅

総合バス

ステーション

高校

表４ 高校生アンケートの調査内容（案）

４ 高校生アンケート調査

１） 調査対象
・【調査方法】学校を通じて高校生にアンケート調査
・【調査対象】下記７校のうち、嘉麻市内居住者等

《対象箇所（案）》
・稲築志耕館高等学校
・嘉穂総合高等学校嘉麻市立大隈城山校

・嘉穂総合高等学校
・嘉穂高等学校
・嘉穂東高等学校
・近畿大学附属福岡高等学校
・嶋田学園飯塚高等学校

２） 設問内容（案）
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地域公共交通計画の構成・骨子（案）

１ はじめに

２ 地域の現状

３ 上位・関連計画

４ 公共交通の現状

５ 公共交通に関する課題

６ 基本方針と目標

７ 目標の実現に向けて実施する施策・事業

８ 評価指標・目標値

９ 計画の推進

・計画の位置付け、区域、期間

・各種統計資料に基づく、人口、施設分布、移
動状況、交通・自動車等に係る現状分析

・市の上位計画（総合計画、福祉、観光等各種計画）
・県及び近隣市町村交通計画

・鉄道、バス、タクシー、その他輸送資源等に係る現
状分析

・各種アンケート調査結果、事業所ヒアリング内容、
地域公共交通網形成計画の評価等から課題の抽出

・各種課題を踏まえた当該計画における基本方針と目
標設定

・課題解決に向けた具体的な施策の整理
・施策の実施主体、スケジュール等の整理

・施策に対する評価指標及び目標値の設定

・施策の進捗管理及び関係者との連携に関する事項の
整理
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地域公共交通計画策定に関する経過

８

地域公共交通会議

アンケート調査

► 第２回嘉麻市地域公共交通会議（令和４年８月３０日）
【協議事項】
・交通計画策定スケジュール
・交通計画構成及び骨子案
・アンケート調査の実施について

► 第３回嘉麻市地域公共交通会議（令和４年１１月２８日）
【協議事項】
・交通計画素案（現状分析、各種調査結果、課題抽出、目標及び施策の概要）
・各種アンケート調査結果（速報値）

項目 市民アンケート 高校生アンケート 利用者アンケート

対象者 １８歳以上の市民 嘉麻、飯塚市内及び桂川町の高校 市バス等利用者

把握事項
・認知度
・利用意向、求めるサービス
・利便性向上に係る施策等

・通学移動実態
・利用意向、求めるサービス

・利用満足度
・改善及び要望
・乗継利用に関する条件等

調査方法 郵送配布・回収 学校内での配布・回収 主要バス停でのヒアリング

配布回収
・配布3,000票
・回収865票 ※回収率28.8％

・配布400票
・回収373票 ※回収率93.3％

回収数83票

調査期間 令和4年9月から10月 令和4年9月から10月 令和4年9月28日



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント
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１ はじめに

・計画の区域 嘉麻市内全域及び関連する周辺地域
・計画期間 令和５年度から令和９年度の５年間
・計画の位置づけ 第２次嘉麻市総合計画等を上位計画とし、地域福祉計画やその他の関連計画と整合を図る。

２ 地域の現状
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平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

（人） 自然増減（死亡-出生） 社会増減（転入-転出）

総数
鉄道
のみ

鉄道と
バス

鉄道と
自動車

鉄道
（その他）

北九州市 265 61 29 5 20 7 1 2 185

飯塚市 4,316 86 40 14 19 13 161 40 3,754
福岡市 799 476 145 51 220 60 13 - 263

乗合バス
のみ

勤め先・
学校の
バスのみ

自家用車
のみ

総数

鉄道利用

【人口動態】

【主要都市への移動手段】

・人口動態は、自然増減（死亡-出生）に加え、社
会増減（転入-転出）も減少超過

・社会増減については、転出超過が続いているも
が減少傾向にあり、直近の令和３年では子ども
（０歳から１５歳）と中年層（４１歳から６４
歳）は転入が超過となっている。

・飯塚市への通勤・通学の利用交通手段は、「自家用車のみ」が3,754人と圧倒的に多く、公共交通では「乗合バス
のみ」が161人と多い。

・福岡市へは、「鉄道利用」が476人と最も多く、内訳として「鉄道とバス」が51人に対して、「鉄道と自動車」が
220人と、家族等の送迎や駅周辺への駐車場利用が多いと見込まれる。



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

１０

３ 公共交通の現状

【利用状況】 101,031

61,683

16,367

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

飯塚～大隈線 上山田線 碓井線

西鉄バスの乗車人員（R3年度）（人）

※嘉麻市内区間に関する利用者数

・市内のバス乗車人員は、西鉄バス17.9万人と市バス10.9万人を併せて年間
約28.8万人（令和3年度）。

・路線別では、路線バス・市バスを含め、西鉄飯塚～大隈線の利用者数が
最も多く、市バスの乗車人員は、令和2年度の再編による運行開始以降、
増加傾向で推移。



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

１１

３ 公共交通の現状

・現在のマスタープランである、嘉麻市地域公共交通網形成計画に位置付けた実施事業に対する進捗状況は、概ねすべ
ての事業を実施しており、改定時に新規に追加した事業については今後実施していく予定としている。

・数値目標に対する達成状況では、「市バスの収支率」が目標20％に対して、実績17％と未達成であり、今後より一
層の利用促進や効率性の向上が求められる。

【地域公共交通網形成計画の評価】

《収支率について》

高齢者交通支援事業
の実施に伴い、回数
券販売に係る運賃収
入が減少している。
なお、令和３年度の
回数券販売実績に基
づき算定した運賃収
入影響額を加算する
と収支率22％を超え
る状況となっている。
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１２

４ 上位・関連計画

►福岡県交通ビジョン2022（令和4年3月）
本市の公共交通に特に関する施策の方向として、『地域公共交通の維持・確保』、『誰もが移動しやすい交通環境の推進』、『まち
づくりと連携した交通環境の整備』などが位置付けられている。

►嘉飯圏域定住自立圏共生ビジョン

嘉飯圏域定住自立圏共生ビジョンでは、公共交通に関する施策として、『赤字路線バス運行補助』、『地域公共交通連携の推進』
が位置付けられている。

►第２次嘉麻市総合計画・後期基本計画（令和4年9月）
基本方針「自然と共生する安全・安心なまちづくり」として、基本施策『公共交通の利便性の確保』が位置付けられ、『安全・安心』、
『分かりやすく利用しやすい』、『利便性の高い』、『持続性のある』というキーワードが示されている。

►第2期嘉麻市地域福祉計画（令和3年3月）

基本目標3「安全安心に暮らせるまちづくり」における公共交通に関する取組として、市民や地域は「公共交通の要望の声の報告」、
行政は「ニーズ把握や改善に努める」ことなどが示されている。

►第3次嘉麻市観光振興基本計画（令和4年4月）

コンセプトとして「アウトドアシティ嘉麻」を掲げ、目標数値として「観光消費額」や「観光入込客数」、「来訪者・市民満足度」などが設
定されている。
公共交通としても、来訪や回遊しやすい環境づくり面などから貢献することが求められる。

►嘉麻市過疎地域持続的発展計画（令和3年度～令和7年度）
人口減少や厳しい財政状況下において、公共交通を「移動手段を持たない市民の支え」として、「地域・事業者・行政が一体となっ
た取組み」を行い、利用促進や効率的な運行、利便性向上を図ることで、「定住促進に繋げる」ことなどが示されている。
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５ 市民・利用者のニーズ

【市民アンケート調査】
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【認知状況】自宅から利用可能な路線やサービス

1.すべて知っている 2.一部知っている 3.知らない

     

830

84

113

79

105

76

104

114

132

65%

49%

34%

44%

5%

24%

21%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.嘉麻市総合時刻表の配布

2.総合バスステーション

（バス来る嘉麻）の開設

3.市バス路線・ダイヤの改定

4.デマンド運行型バスの導入

5.公共交通に関する出前講座、説明会

6.嘉麻市通学等補助金

7.嘉麻市高齢者交通支援事業

（60歳以上の方への市バス乗車券の購入…

8.グランドパス65の購入補助

（65歳以上の方への西鉄バス定期券の購…

【認知状況】公共交通の維持や充実に向けて行っている取組 N=838

１３

自宅から利用可能な路線やサービスの認知状況は、
「すべて知っている」「一部知っている」を合わせて
約６割に留まっており、約４割は「知らない」と回答。

取組の認知状況は、嘉麻市総合時刻表の配布が約65％と
最も高く、次いで総合バスステーションの開設、デマン
ド運行型バスの運行などが比較的高い。一方、公共交通
に関する出前講座、説明会は5％に留まっている。



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

５ 市民・利用者のニーズ
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公共交通の必要性

1.自分または家族等が利用しており、現在でも必要

2.現在はあまり利用してないが、高齢になった際や自動車が利用できなくなった際に必要

3.必要性を感じない

4.その他
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今後の公共交通サービスの方向性

1 市民の利便性や嘉麻市の魅力向上のため、さらなる費用負担を伴って

も、現状より充実させていくべき

2 高齢者や学生、子育て世代などにターゲットを絞って維持・充実する一

方、利用者が少ない路線や時間帯はサービスを削減するなど効率化すべき

3 現状のまま維持すればよい

4 人口減少や利用者数の減少などにより、公共交通の縮小はやむを得ない

5 その他
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公共交通の必要性は、「自分または家族が利用してお
り、現在でも必要」、「現在はあまり利用してないが、
高齢になった際や自動車が利用できなくなった際に必
要」を併せて８割以上が必要性を感じている。
ただし、自分または家族等が利用し、現在でも必要は
12％に留まっており、今後、必要性を感じている人に
対する利用促進が求められる。

今後の公共交通サービスの方向性として「2.高齢者や学生、
子育て世代などにターゲットを絞って維持・充実する一方、
利用者が少ない路線や時間帯はサービスを削減するなど効
率化すべき」が44％と最も多い。

１４



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

１５

５ 市民・利用者のニーズ

29%

18%

20%

26%

14%

14%

13%

34%

16%

9%

8%

1%

11%

16%

4%

0% 10% 20% 30% 40%

1 バス停に屋根やベンチがある

2 バス停でバスの運行状況がわかる

3 バスがいつ来るか携帯電話でわかる

4 バスの乗り方、経由地などがわかりやすくなる

5 ノンステップバスが増える

6 キャッシュレス決済(ICカード等)で支払いができる

7 パターンダイヤを導入・充実する

8 他のバスとの乗り継ぎが便利になる

(ダイヤ、運賃、待ち環境など)

9 デマンド運行型バスが利用しやすくなる

10 バスを利用して出かけると健康や買い物ポイントが付与される

11 高齢者等の外出を増やすためのイベント等を開催する

12 子ども向けの教育や取組を充実する

(バスの乗り方教室、車内展示など)

13 子ども、子育て世代の運賃を割引する

14 スクールバスを公共交通として活用する

(児童・生徒との同乗を含む)

15 その他

バスを利用しやすくなる、利用が増えると思う取組 N=865

バスを利用しやすくなる、利
用が増える取組として、「他
のバスとの乗り継ぎが便利に
なる」が34％と最も多く、次
いで「バス停に屋根やベンチ
がある」、「バスの乗り方、
経由地などがわかりやすくな
る」の順に多くなっている。
情報提供面についても、「バ
スがいつ来るか携帯電話でわ
かる」、「バス停でバスの運
行状況がわかる」がそれぞれ
４、５番目と多くなっている。



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

５ 市民・利用者のニーズ

【高校生アンケート調査】
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計

1 稲築志耕館高等学校

2 嘉穂総合高等学校嘉麻市立大隈城山校

3 嘉穂総合高等学校

4 嘉穂高等学校

5 嘉穂東高等学校

6 近畿大学附属福岡高等学校

7 嶋田学園飯塚高等学校

通学におけるバスの利用状況

1 毎日利用している 2 天候や季節等によって利用することがある 3 利用することはない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1 運行間隔が短い

2 遅い時刻までバスが運行している

3 早い時刻からバスが運行している

4 所要時間が短い

5 時刻表どおりにバスが着く

6 運賃が安い（補助金等で支給される）

7 鉄道や他のバスと乗り継ぎしやすい

8 自宅や目的地の近くから利用できる

9 バス停付近に自転車を駐輪できる

10 バス停付近にクルマの駐車場・送迎スペースがある

11その他

通学でバスを利用するために重要なサービス N=184

通学で利用している交通手段は、「自動車（家族等
の送迎）」が58％と最も多く、次いで「自転車」、
「バス（西鉄バス・市バス）」の順となっている。
通学におけるバスの利用状況は、「毎日利用してい
る」が28％となっているほか、「天候や季節等に
よって利用することがある」も23％存在し、一時的
な利用も視野に入れてサービスや利用促進を検討す
る必要がある。

18%

47%

0%

58%

41%

15%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1 徒歩

2 自転車

3 バイク(原付)

4 自動車(家族等の送迎)

5 バス(西鉄バス・市バス)

6 鉄道(JR)

7 その他

通学で利用している交通手段 N=368

１６

バスを利用するうえで重視するサービスは、「運賃
が安い（補助金等で支給される）」「運行間隔が短
い」、「時刻表通りにバスが着く」、「自宅や目的
地の近くから利用できる」が特に多くなっている。



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

５ 市民・利用者のニーズ

【利用者ヒアリング調査】

35% 28% 25% 10% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内バス利用の満足度

1 満足 2 やや満足 3 どちらとも言えない 4 やや不満 5 不満

N=83
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45%

16%
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0%
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13%

34%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1 運行ルート

2 運行間隔

3 運行時間帯

4 定時性・速達性

5 運賃

6 鉄道や他のバスと乗継

7 バス停環境（待ち環境等）

8 その他

9 不満はない

不満なサービス N=83

１７

市内のおけるバスの利用頻度は「1.概ね週に4日以上」が
47％と最も高く、次いで「2.週に１日以上」が28％と多い。

利用者の不満なサービスは「運行間隔」が45％と圧倒的
に高く、次いで、「運行時間帯」が16％となっている。
なお、「不満はない」が34％と2番目に多い。

47% 28% 20%

1%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内におけるバスの利用頻度

1 概ね週に4日以上 2 概ね週に１日以上

3 月に数日程度 4 年に数日程度

5 ほとんど利用することはない

N=83

利用者の満足度は、「満足」が最も多く、「やや満足」と
合わせた満足度は６割強と高い。
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６ 公共交通に関する課題

１８



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

１９

７ 基本方針と目標

公共交通の課題

自動車がなくても気軽に移動

できる環境の創出

子育て世代や来訪者にとって

魅力的な交通サービスの提供

異なる交通モード・路線間の

接続、交流や賑わい創出にも

寄与する待ち合い環境の充実

多様な関係者の主体的な参画

と連携による好循環の創出

本計画の目標

高齢者や学生等の移動負担

の軽減

子育て世代や来訪者が嘉麻

市に魅力を感じる交通環境の

整備

様々な交通モード・路線によっ

て広域的に移動しやすく、賑

わい創出にも資する環境整備

嘉麻市に適したサービスの提

供と利用促進の好循環による

公共交通の持続性の確保



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

８ 目標の実現に向けて実施する施策・事業

２０



嘉麻市地域公共交通計画（案）のポイント

２１

１０ 評価指標・目標値

１１ 計画の推進

９ 実施プログラム

以下については、現在策定中

・課題解決に向けた具体的な施策の整理
・施策の実施主体、スケジュール等の整理

・施策に対する評価指標及び目標値の設定

・施策の進捗管理及び関係者との連携に関する事項の整理


